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第 2 章では，各種水、温で同程度の COD-SS負荷量で連続馴致した活性汚泥による回分培養実験か
ら，活性汚泥の増殖と基質除去に及ぼす水温の影響を論じている。

















(2) 活性汚泥回分培養の実験成績から， 5 oC--30oCの範囲では，水温が高いほど基質比除去速度と活性
汚泥比増殖速度は大きくなり，最大の速度に達するまでの時間が短くなることを明らかにしているo





(5) 連続培養の実験成績をもとに，両動力学式のパラメータに及ぼす水温の影響を解析し， ts が長い
実験ではその影響は小さく， ts が短い実験では基質除去と自己分解は水温に大きく影響されるが，
収率係数はその影響をほとんど受けないことを明らかにしているO
(6) 回分・連続両培養の動力学解析の結果を比較検討し，水温の影響は動力学式パラメータごとに異な
ることを検証している。
(7) 水温の影響を付加した，活性汚泥法の運転管理のための動力学式を設定しているo
以上のように，本論文は，従来のような個別の要因や狭い範囲の ts に限定せず，動力学式を用いて
活性汚泥法の浄化機能に及ぼす水温の影響を明らかにしており，これまで経験にたよるところが大きかっ
た活性汚泥法の運転管理を水温の影響を付加した動力学式により合理化できるもので，学術上，実際上
有用な成果であり，水質管理工学特に下廃水処理技術の発展に寄与するところが極めて大きい。よって
本論文は，博士論文として価値あるものと認めるo
